
【問合せ】小城市民病院　☎ 73・2161　　ホームページ・アドレス　http://www.city.ogi.lg.jp/hospital/

お知らせ 小児科・産婦人科・自由診療の夕方診療を行っています。
（毎週木曜日）  詳細は、市民病院ホームページや電話にてご確認ください。
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内
科
医
師
　
柴し

ば

田た

　
貴た

か

章ゆ
き

　
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群（Sleep 

A
pnea　

Syndrom
e

：
以
下
Ｓ
Ａ

Ｓ
と
略
）」と
い
う
病
気
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
病
気
は
、文
字
通
り〝
睡

眠
中
に
無
呼
吸
を
繰
り
返
す
〟
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
起
こ
す

病
気
で
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
の
推
定
患
者
数
は
３
０
０

～
５
０
０
万
人
程
度
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
成
人
男
性
の
約
３
～
７
％
、

女
性
の
約
２
～
５
％
に
み
ら
れ
る
と

さ
れ
、
男
性
で
は
40
歳
～
50
歳
代
が

半
数
以
上
を
占
め
る
一
方
で
、
女
性

で
は
閉
経
後
に
増
加
し
ま
す
。

　

成
人
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
高
血
圧
、
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が

約
３
～
４
倍
高
く
な
り
、特
に
、無
呼

吸
低
呼
吸
指
数（
Ａ
Ｈ
Ｉ
）30
以
上
の

重
症
例
で
は
心
血
管
系
疾
患
発
症
の

危
険
性
が
約
５
倍
に
も
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
後
述
す
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
治
療

に
て
、
健
常
人
と
同
等
ま
で
死
亡
率

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

空
気
の
通
り
道
で
あ
る
上
気
道
が

狭
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
、
肥
満
・

扁
桃
や
舌
の
肥
大
・
顎
の
後
退
や
狭

小
化
、
あ
る
い
は
鼻び

中ち
ゅ
う

隔か
く

弯わ
ん

曲き
ょ
く

な
ど

に
よ
る
形
態
的
異
常
は
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
舌ぜ

っ

根こ
ん

沈ち
ん

下か

や
飲
酒
・
睡

眠
薬
内
服
・
疲
労
な
ど
に
よ
る
機
能

的
異
常
で
も
増
悪
し
ま
す
。
肥
満
者

で
は
減
量
す
る
こ
と
で
無
呼
吸
の
程

度
が
軽
減
す
る
こ
と
が
多
く
、
食
生

活
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善

を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
は
睡
眠
の
質
の
悪
化
や
、

舌
根
沈
下
の
増
悪
を
き
た
す
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
晩
酌
は
控
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

症
状

　

い
び
き
・
睡
眠
中
の
呼
吸
停
止
・

夜
間
頻
尿
・
日
中
の
眠
気
や
起
床
時

の
頭
痛
・
倦
怠
感
な
ど
を
認
め
ま
す
。

日
中
の
眠
気
は
、作
業
効
率
の
低
下
、

居
眠
り
運
転
事
故
や
労
働
災
害
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

診
断

　

問
診
な
ど
で
Ｓ
Ａ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
携
帯
型
装
置
に
よ
る
簡
易

検
査
や
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
（
Ｐ

Ｓ
Ｇ
）
に
て
睡
眠
中
の
呼
吸
状
態
の

評
価
を
行
い
ま
す
。
Ｐ
Ｓ
Ｇ
に
て
、

１
時
間
あ
た
り
の
無
呼
吸
と
低
呼
吸

を
合
わ
せ
た
回
数
で
あ
る
Ａ
Ｈ
Ｉ
が

５
以
上
で
あ
り
、
か
つ
前
記
の
症
状

を
伴
う
際
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
診
断
し
ま

す
。
そ
の
重
症
度
は
Ａ
Ｈ
Ｉ
５
以
上

～
15
未
満
を
軽
症
、
15
以
上
～
30
未

満
を
中
等
症
、
30
以
上
を
重
症
と
し

て
い
ま
す
。

治
療

　

Ａ
Ｈ
Ｉ
が
20
以
上
で
日
中
の

眠
気
な
ど
を
認
め
る
Ｓ
Ａ
Ｓ
で

は
、
経
鼻
的
持
続
陽
圧
呼
吸
療

法
（C

ontinuous　

positive　

airw
ay　

pressure

：
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）

が
標
準
的
治
療
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
マ
ス
ク
を
介
し
て
持
続

的
に
空
気
を
送
る
こ
と
で
、
狭
く

な
っ
て
い
る
気
道
を
広
げ
る
治
療
法

で
す
。
ま
た
、
下
あ
ご
を
前
方
に
移

動
さ
せ
て
上
気
道
の
閉
塞
を
緩
和
す

る
口
腔
内
装
置
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）

を
使
用
し
て
治
療
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
小
児
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
は
ア
デ
ノ

イ
ド
・
口こ

う

蓋が
い

扁へ
ん

桃と
う

肥ひ

大だ
い

が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
際
は
手
術
が

有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
も
携
帯
型
装
置
に
よ
る
簡

易
検
査
や
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
治
療
を

実
施
し
て
お
り
、
ま
た
Ｐ
Ｓ
Ｇ
に
よ

る
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合
で
も
、

専
門
施
設
と
連
携
を
と
っ
て
診
断
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

い
び
き
・
睡
眠
中
の
呼
吸
停
止
・

夜
間
頻
尿
・
日
中
の
眠
気
や
起
床
時

の
頭
痛
・
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
を
認

め
る
場
合
は
、
医
療
機
関
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
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